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図3 スクリュー部の概略図

図2 切出し機概略図

図1 スクリュー部の固着

新日南製ダウ・フィーダ一（2軸不等速）を導入する
ことにより、連続運転でのダスト切出しが可能となる。
また、セルフクリーニング機構により固着の低減化が
可能となる。
既存の切出し機内のスクリュー部を等速から不等速へ
変更することにより、切出し効率が改善される。
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ダウ・フィーダー　

既存切出し機のスクリュー部変更  ＜ダスト固着の低減化と効率的な定量供給＞

現設備で運用しているスクリュー切出し機はスクリ
ューの回転が一定速のため、固着成長等の問題が生
じている。
固着成長にともない、搬送効率が低下するため成長
を抑制し効率化を図りたい。
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